
 

親の心子知らず、子の心親知らず。 

田丸 あけみ 

夏休みに入ると、家族で遠くまで出掛けたり、子どもが初めて体験をする機会もあると思います。 

先月、我が家にもそんな機会がありました。小学６年の娘が親の同行なしで電車に乗り、出かけたいという

事を言ってきました。子どもをめぐる色んな事件があるこのご時世なので、最初は“行かせた方がいいのか、

駄目と言った方がいいのか迷いました。 

私が娘くらいの頃、「チャレンジしたいけど、怖いからやめよう」と、すぐに引っ込み思案になり、数々の

冒険や体験のチャンスを逃してきた過去があったので、娘が行きたいというなら、“冒険させてみよう、6

年生だし大丈夫だろう”と思い、私の携帯電話を持たせ、約束事をして、行かせる事にしました。 

出発前夜に、電車に乗る時間や降り口、乗り換え駅など、二人で確認しあいメモにして渡し、当日の朝送

り出しました。ところが、予定時刻より早く最寄り駅に着いたようで、そのままホームに来た電車に乗って

しまった様です。暫くして、乗車したとの報告メールが来ました。私は、電車の時刻を覚えていたので、「あ

れ？おかしいな…」と思い、急に不安になり、直ぐに電話してしまい、娘に「なんで、メモ通り乗らないの？

ちゃんと時間確認せな」と責める様な言い方をしてしまいました。 

私の不安と焦りの声に、娘の声のトーンがどんどん下がってきたのがわかりました。 

その後、娘は、駅員に聞きながら、1時間で着く所を 2時間かけてやっと目的地に到着した様です。 

かわいい子には、旅をさせろ！と言いますが、私にとっても初めての事で、子どもが予定通りの行動をせ

ず、さらにそれが情報として入ってくると、勝手に我が子が不安がるであろう姿を想像して、私のほうがパ

ニックになってしまいました。 

しかし、すぐに駆けつける事は出来ないので、娘を信じるしかないと自分に言い聞かせながら、私も仕事に

向かいました。 

夕方、元気に帰ってきた娘に、改めて聞くと「間違えたけど、駅に着いたら、駅員さんに聞いたらいいわっ

て思ってたのに、お母さんが色々言うから、それで不安になって電車の中で泣きそうになった」と言われて

しまいました。 

娘は冷静に、次に、どうしたらいいかを考えていたのに、そこに親心から要らぬ声を入れてしまった私。 

「冒険してほしい」と願いながら、結果的に娘に全てを任せきれず、混乱させただけでした。 

子どもの成長と共に親の出来る事は限られてきます。 

子育てをシンプルに表現している言葉があります。乳児期は、“肌”を離さず。幼児期は、“手”を離さず。

学童期は、“目”を離さず。思春期は、“心”を離さず。という言葉です。 

思春期の今は見守るだけしか出来ないと頭では理解していても、実際にはうろたえてしまい、まだまだ未熟

な母を痛感した出来事でした。 

少しずつ親から離れ、活動範囲が広がっていく娘の手をいつまでも繋いでいたいと思う親心と葛藤している

私です。 

 

 

 

 



 

 

元アトムっ子達との再会。 

田丸 あけみ 

現在、アトムには、三組の元アトムっ子が保護者となり保護者として在籍しています。 

先月も、23歳になった元アトムっ子が 3ヶ月の我が子を抱いて、アトムに遊びにきてくれました。私は、

その子が 5歳児の時にアトムで働きはじめました。 

大人のお手伝いが大好きな子で、活発に遊ぶ姿や腕相撲をして、私が負けた事など色々と当時の思い出が蘇

ってきました。 

あれから、18年の月日が経ち、こうしてまたアトムで再会できる事は、本当に嬉しい事です。 

新園舎のアトムに入ってきて、開口一番「アトム、綺麗になったなあ」と。 

昔のアトムは、本当にボロボロだったので、この変わりようにびっくりしていました。また、ゆっくりと時

間のある時、当時のアトム時代の話を色々と聞いてみたいと思います。こうして、アトムを卒園した小さな

子ども達が大人になり、また育った場所に帰ってきて、元気な姿を見せてくれる事は何より嬉しいことです。 

そして、大きくなった元アトムっ子達を見ると、時代は移り変わっているのだなと改めて思います。新人だ

った私は、「この子達が大きくなったらどんな大人になっているのかな？また、会えるかな？」と遠い未来

に思いを馳せていたのですが、こうして現実に再会すると、とても不思議な感覚になり、“おかえり！”と

いう気持ちになったと同時に、こんな風に世代交代を繰り返しながら、アトム共同保育園は、続いていくの

だなと、とても感慨深げになりました。 

今、アトムで生活している子ども達もあっと言う間に成長していきます。今のアトムっ子達が大きくなった

時、アトム生活の思い出を聞くのを今から楽しみにしたいと思います。 

 

＊お知らせ＊ 

★7月は、台風 11号が接近し、5歳児のお泊り保育が延期となってしまいました。 

子ども達は、とても楽しみにしていたのですが、自然には逆らえませんでした。 

お泊り保育の延期日は、7/31・8/1となりました。 

 

★学校の夏休みを利用し、大学生が数名ボランティアで、初任者研修で小学校の先生 3名が、実習でアトム

へ来ます。どうぞ、よろしくお願います。 

 

 

 

 

 


